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8７ 

精ﾐﾄIl1的変化を連想させる英語他動詞群の意味分析

伊藤幸一

はじめに

ｌ]IJIの穏やかな糊''１状態に変化をもたらす場合だけでなく常態に戻すことも

含めて，）Wii1l1的変化を生じさせる意の他動詞が分析の対象となる。職造的意味

論にとって）,嗅礎的な意味場として意義があると考えられる。

文法的共通性も顕著に兄山ざれ興味をそそる。611役動詞にしかるべき形容

詞，ｆｉ詞，’二1動詞を付力1ｉすることでパラフレーズされるにもかかわらず他動詞

一語で存在することに起因するのであろうか。

結j1L志向型の他動詞表現で，分析していくと内的|U〃iLには穏やかな状態の他

にどのような状態が外界からもたらされるのか分かるので，それにかかわる感

情の意味場のＩ１ｆ造分ＩＩＴをしていることになる。結果としてもたらされる状態

は，変化するiiiと比較して不快になる場合と，快になる場合とに大きくふたつ

に分緬されるように思える。

このUL・不けしということが共通点なのだろうか，ＬＯＶＥ・ＬＩＫＥあるいは

ＩＩＡＴＥ・DISＬＩＫＥなどを中心とする意味場と混同されることがある1)。一方

は，当然本人の感受(ﾘﾐがｌｌＩｊ題となる感情ではあるが，外界の刺激に起因し，他

力は外界の刺激によって形成されるのであろうが，自己の内なる感情の吐露で

ある。近接していて一部因果関係も見出されるが，まずは別途に論じるべきで

あると考えられる。

各語漿ｌＩＩの兼災は，下位範涛では程度であることが多いようだが内的|止界の

ことなのでｉ１１Ｉり知れない。クト的に現われ，つまり表傭や行励に注意することで

理解されることもある。知識量に左右されたり，肉体的なことがh1il1ll的に影轡

することも見て取れる。感情だけを切り離すわけにはいかないのである。語彙

自身そうだし，そちらの力から論ぜざるを得ないことも多をある。

はじめに呼称が適切かどうか疑問を挟みながらも一連の他動詞聯の存在と意
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誰を示した。以下，しかるぺきと考えられるので，一般的な社会的・'１'iMr的Ｌ１ｉ

１１Ｉｉ，緋に人l1lI関係における心〕】'1状態を思い浮べながら分ｲ)｢を進める。まずは結

果として不快な感Ii1jをもたらす意の表現から始め，次に不快さを弱め快の力向

をめざす，あるいは快をもたらす意の表現の分'１｢へと移る2)。妓後にいくつか

の文法的な共通性を意味論的立場から述べてまとめとする。

不快

人|M1は患liIiの動物であると言われ，それぞれ思い入れや気持といったものを

もっている。［１分の恋志で絶えず行動を取れ》しば良いのだが，人''１)はまた，ネ{：

会的動物でもあり，その安寧を保つことは至難の業である。

＜IRRIＴＡＴＥ・ANGER＞お互い仲良くやって行こうとして感li1jをｌｉ１ね

まいとするだろうし，また怒ってしまったら，その場しかワン極端な場合は人

lllllH1係もお(|:舞ということになりかねない。そJ1Lを考えただけでも決して怒る

ことを快しとしない人もいることが分かる。後味も良くないし，まったく無IMI

係な人をも不快にさせる。’２１分と他者との関係においてｲｊＹＩｉする(lllili((感とかＩ:１

]M[心などがからむか。これがあるから社会生活は厄介であり，また安定してい

るのかもしれない。

怒りにも色をあるが，当のli1手が何も感じなければ恋味がないので，凡そ無

生物に対して怒ることばないだろう。自分に対して怒ることは希にはあるか。

一般的には強老の行動であって許容量の問題であったりもする。

以下述べる他の不快な感ｌ１１ｉはどれも内向的であるが，これはｸﾄｌｆﾘ的で，かな

りのエネルギーをJZ､要とする。物を言わなければメトレスがi刷るし，言わなけ

ればＩｌ１手には分からないかもしれない。更に，言っても分かってもらえないか

もしれない。そこでﾘﾘ満が強若に対して怒ることは1Ｋ要である。

怒りは泣くこととlid様に激li1jの発露であるとも考えられる。後若の力が降参

の度合が強く，li1Wjがｊｌ!まるけれど，前者に関しては窓ｊＡが分れる。まだ元気

が残っていると考えられたり，逆作用でJlii手を怒らせイルになるかもしれな
●●●● ●●●● 

い。しかし悪ＩｉＩｉ炎nAとしては悲痛なＩｌｌｌびなのであり，なだめるよりもなく．さめ

る必要があるのかもしれない。

蝋|,!'に触れ，気分をi1fすのがＯＦＦＥＮＤである。｜:11ｿﾞ心にかかわる失礼なこ

とに[)UしてAFFRONTが通)1)される。不愉快な女(排にさせられるのがDIS・

PLEASEである。

ルリ激がさほど強くないのか，自制心があってなのか，すぐに怒りはしない。
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過渡的状況で，いらいらさせるのがＩＲＲＩＴＡＴＥで広い意味をもつ。怒る気

持を強く突き上げるのがＰＲＯＶＯＫＥで，針か刺でチクチク刺すように募らせ

るのがＮＥＴＴＬＥで，もう抑えが利かないほど爆発寸前なのがEXASPER‐

ＡＴＥであり，順次程度が高くなると考えて良い。

ついに勘忍袋の緒が切れて3）表Ii1jや行動に現われるのがＡＮＧＥＲで最も一

般的な表現であろう。こちらい[i(次11,控が強まるが，まずはＩＮＣＥＮＳＥが，

次にＥＮＲＡＧＥが挙げられる。さらに経い意味ももっているが裂火の如く

ＩＮＦＵＲＩＡＴＥがある。近づけないし，もうなだめられないかもしれない。同

様な感じで怒り狂ってのＭＡＤDENがある。泣くほどには同情が集まらない

かもしれないが，真底からの怒りの爆発ならば，あとはかえってさっぱりする

だろうか。

＜PUZZLE・CONFUSE＞怒りを抑えるのが理性ということになろうか。

人間は理性的動物であるともいわれる。どうしてなのだろうかと考えるのもこ

れか。

人☆はそれなりに人間関係を含め物」|『を理解しながら生活しているのだが，

理解を越えることが起きたらどうなるだろうか。何も知らなければ，それはそ

れで良いのだが，なまじ僅かばかりの知恵があるお蔭で，それを絶えず納得さ

せておかなければいけない。厄介なことになる。精神的に不安で蕗つかない

し，極端な場合は怒ったり，恐W1i感さえ力Ⅱわるかもしれない。

物事順調な折には余り思考は働かない。何でそうなったか理解しきれない意

のより一般的表現はＰＵＺＺＬＥで，さらにＩｌｉｊ題が複雑なので，ハ夕と思考が止

まって，困ってしまうのがPERPLEXである。当惑の度合がより強いと解釈

してよいか。

一方，心理的に混乱ざせられ思考に彩瀞すればCONFUSEとなる。さらに

強く当惑させられ，理性にも瀞けばＣＯＮＦＯＵＮＤで，さらに強く混乱させら

れ理性的に考えることも出来ないし，表'１'iにもB牝れるほどならBEWILDER

ということになる。

ここで言及すべきかどうか疑'１１１祝されるが，人|]を気にして心理的に動揺さ

せられるならばＥＭＢＡＲＲＡＳＳとなるか。また考えることによって心の穏や

かさが動揺させられるのならDISCONCERTである。ＤＩＳＴＲＡＣＴは心理的

動揺で，注意力・思考力が散漫になることである。以上に関して頓座したこと

を強調すればＢＡＦＦＬＥということになるか。

これらは状況が急変する，あるいは突然であるが故ということもある。几そ
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11常生活は，無意識ではあるが会話を含め茶飯ﾘﾄﾞに|H1しても浅はかなｸ(１１識なり

に子D1l1をしながらなのである。好奇心を満足させる１１１度のことならば良いが，

子iMllしないことばかりが起きるなら，緊張の述統で１１１１経が参ってしまう。

＜SURPRISE・ＳＩＩＯＣＫ＞子illllに反したことが突然起きて驚いていること

を強調した表､1tある。心111(１，.肉体(Ｍｌｉ応性の崩壊である.蛾も広い意味に

適川されるのがＳＵＲＰＲＩＳＥである。ドキッとしてＷとは快いことが起きてい

ることもあるだろう。瞬ｌＩｉｌ的反応で時''１１と共にその感備は薄らぐ。一瞬，惑ＩｉＩｊ

も思考も，つまりiiIii1l'的活動が('>11:すると大げさに考えればmll解し易いか。

ｊＦ１ｌ度が徐とに強くなるのだが今のことが信じられないASTONISIIとか，

更に理解しようとしてもしき北)豐，川惑・動弼することになるＡＪＩＡＺＥがあ

る。さら}こ思考を起えて肉(ｲ:的にまで１１杉郷し，ハツとなるとＡＳＴＯＵＮＩ）とな

る。ビックリしてｴｹ動きlll来ない状態を強洲す』しばＰＡＲＡＬＹＺＥである。

ｕ－上，予想ﾀﾄの衝躍が表mi的でなく，強く深く凝縮されて続く場合も含む

が，特にそれを強調すると，一級的にはＳＩＩＯＣＫで，ウ〕ii広く使川される。

ＳＴＡＲ'1,ＬＥはより戯い街峡であわてふためくことであり，ＳＴＵＮは荘然'２１尖

といったＩＩＪも考えられない状態をいう。

予測していない｣二に突然なので，それだけでも不快なのに，直感的に危険を

感じることもある。いわゆる本能的であったり，あるいは想像ルニ依ったりす

るが，そのために僻戒心やilH意力を喚起することになる。生き物としてのsu1･‐

vivalにとっては股も取要なMHlI1jであろう。

＜FRIGIITEN・ＡＬＡＲＭ＞理解しきれないzl「物や，子ｉ１１Ｉ不能の711F物は不

安感を抱かせ，恐}ｉｉｉ感lこまで及ぶこともある。既にそのような意味を含む表１Ｍ

を兄い}Ⅱせるが，そのことを強調した炎UAもある。

突然の恐怖にBＩして肢も一般的炎nJになるだろうか，FRIGII'1,ＥＮが挙げら

れる。よりくだけた表現としてのＳＣＡＲＥもほぼ同義といわれる。非術に強

い恐怖感を抱かせるのがＴＥＲＲＩＦＹであり，どちらかといえば嫌悪感からの

気持のﾌﾞﾉが強いのがＩＩＯＲＲＩＦＹである。瞬Il11的であるが少し思考というか，

想像力が加わった感じがする。

それとの関述において，前触れとして危険が近いことを感じさせるのが

ＡＬＡＲＭである。そこで怠気がｌｌＩ１かれることになるとDISＭＡＹとなり，や

はりｉｉｉ進を鈍らせることで近い意味をもっているのがＤＡＵＮＴである。当惑

することが強調され，とどこおってしまえばＡＰＰＡＬ(L）となる。ここら辺り

になると不安感といった力が適切か。
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外界からの刺激による嘘Ii1iといっても，その動''１;主にどちらかといえば強調

がおかれるので，水稲では言及しない方がよいのではないかとも思えるものも

ある。つまり弱味を突いてこの感情を抱かせるのがＩＮＴＩＭＩＤＡＴＥであり，

ＴＨＲＥＡＴＥＮや，それよりも強力なＭＥＮＡＣＥも挙げられる。`iliiい思いをさ

せられても，気の強い人ならば怒るであろう。気の弱い人なら泣いてしまう。

緊張の発露がなかったならどうなるだろうか。

＜UPSET・ＴＲＯＵＢＬＥ・I)ISTRESS＞各人，自分の意志通りに生活して

いても絶えず順調には逆ぱない。以上のように感IiIiを害されたり，理性や思考

が乱されたり，恐い思いをさせられたりする。そのllJi調さを阻止する意で一般

的に広く使われているのがUPSETである。特に穏やかな藩ついた状態が破ら

れるとDISCOMPOSEであり，その他，その気で行動している場合も含める

とＤＩＳＴＵＲＢとなり，さらに激しく感情に触れるとＰＥＲＴＵＲＢとなるか。

以上表面的な一時的な破綻であると考えられるがIiIiill1的動揺が加わるとＡＧＩ‐

ＴＡＴＥとなり内向していく。以下順次，ジワジワと影響が延び深まっていく。

怒りまでは到達しないが，不愉快度が増していらつくとＡＮＮＯＹというこ

とになる。本当に怒りＩＩＬかねない状況となるとＶＥＸへと苦悩の度合が進

む。わざわざ何故などと考えると当惑や懸念・不安感などが入交る。つまり知

的な要素が加わって影粋は延びる。

そのつながりとしては蝿度の軽いＢＯＴＨＥＲがまず挙げられよう。悩ｊｌＡに

関して軽いこともあるが，広い範囲の意味をもっているのがＷＯＲＲＹで，悩

糸が募る感じがＨＡＲＡＳＳといえるか。恐らくＴＲＯＵＢＬＥが総括的な表現

といえるだろう。肉体的彩紳も出てくるか。

まだ耐えられる状況であろうが悲)iii・悲嘆といった感じさえ漂い始めると

DISTRESSとなる。hIiｲ''１｢19だけでなく肉体的にも111:悩・苦痛が満ちてくると，

少し古い表現だがＰＡＩＮが見川される。

さらにAFFLICTも|司様な意味をもつ。これらの感情は拷問に掛けられて

いるかの如く感じられるかもしれない。一般的にはＴＯＲＭＥＮＴが適用され

るが，具体性を強調した表IILとしてはＴＯＲＴＵＲＥがあり，さらに責め力まで

連想させるＲＡＣＫもある。

そこではもう精神的だけでなく肉体的にも傷ついてしまっているように思え

る。より具体的意味で使われるＩＮＪＵＲＥがありＩＩＵＲＴがある。ＨＡＲＭや

さらにＤＡＭＡＧＥは広い懲味に使われる。ＩＭＰＡＩＲは徐交に募っていくこと

を表わす。傷ついてしまったならばどうしたら良いのであろうか。
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＜BＯＲＥ・DISGUST＞人たはそれぞれ理想や希望・夢などをもって生活

している。１１標がないとやっていけない人もいる。しかしながら，いつも落胆

させられてDISＡＩ〕ＰＯＩＮＴということになると欲求不満が募り，矢型したり

でＦＲＵＳＴＲＡＴＥとなる。

努力にもかかわらず何度も同じことが繰返されれば|:ｌｆｉｒや，やる気さえもな

くしてしまうだろう。ＤＩＳＣＯＵＲＡＧＥ，ＤＩＳＨＥＡＲＴＥＮ，DISPIRITなどが

思い浮ぶ。DEPRESSやDEJECTになれば更に悲しさも力Ⅱわり，意気ii1j沈し

て'1問い嘘じが漂う。ついには木当に悲しくなってＳＡＤＤＥＮとなる。深刻だ

が泣いて済むならそうさせたい。

当然のことにli1ii1l1的・肉体的疲労が測ることになろう。まずはＴＩＲＥが，

そしてＦＡＴＩＧＵＥや，さらにＥＸＨＡＵＳＴと樫度がiI95〈なる表現が思い浮

ぶ。ＷＥＡＲＹは募る感じがする。

疲労感や虚脱感でもううんざりである。ＢOREが思い浮ぶ。D《味もなくな

り，まさにDISGUSTという表現が当てはまる。１１１悠悠をもつことになるの

である。REPELやREVＯＬＴも同意として仇われあ。しかし失敗を恐れて

何もしなければ，やはり退屈で，同様な経過を辿ることになる。

快

一般的にいって不快なことを敢えて求める人はいないだろう。背のヨーロッ

パのilt族が食欲を満足させるために，満腹になると食べた物を戻し食ぺ銃けた

とＩ１ｌ１くが特殊なことであろう。しかし，ある程度耐えることは必要だろう。そ

の人に忍耐力や優しさや，更に知力さえももたらすかもしれない。（'１屯しない

で楽をしたがっても何Ｍ}られないかもしれない。

不快な感Ii1jばかり示してきたが，当然人間関係においてもｸﾄ界から快の方向

へ作)|Iする刺激もある。鈍感な人は別としても陽気でU)1るい楽天家は多分，気

分転換の上手な人のことであり，不快な感情へは誰でもすぐに陥ってしまう受

動性があるように1,1Aえる。快の方向へは能動性というか，かなりの努力や６１(極

性が必要とされる。｜:|主性が求められるといった力が良いか。Ｉｉ１ｉ１１ｌ１的にも肉体

的にも行肋を広くしておく必要があろう。まずは肉体的他liHからといえる。lML

Hl〔ならば充魑できる。

＜RELIEVE・ＲＥLAX＞何よりも耐えられれば良いのだが，耐えられな

いほどならばそのｊＭ〔恕の状態から順けく，常態に戻すことが先決となろう。たと

えば↑,'|巾|'的・肉体｢１，にf1つた傷や苦悩・苦捕はいやす必要がある。SOOTIIE，
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ＭＩＴＩＧＡＴＥ，ＬＩＧＩＩＴＥＮさらにＡＬＬＥＶＩＡＴＥ，ＡＳＳＵＡＧＥ，ＡＬＬＡＹな

どが挙げられる。

そこまでひどくなくても怒りや悲しゑなどの激しい緊張感や不安感・恐怖感

はなだめ，弱められなければなるまい。ＣＡＬＭ，ＱＵＩＥＴ，ＳＯＦＴＥＮなど，

さらにＰＡＣＩＦＹ，ＭＯＩＬＩＦＹなどが挙げられる。

史に，なぐさめ穏やかにした上，楽な気持にまでもっていく必要があろう。

ＣＯＮＳＯＬＥ，ＳＯＬＡＣＥ，ＰＬＡＣＡＴＥのほかＲＥＬＩＥＶＥ，ＲＥＬＡＸ，ＥＡＳＥな

どが思い浮ぶ。どれもまだ不快さを漂わせるがＣＯＭＦＯＲＴとなると少しＵ１

るい方向が見えてくる。この段階ならもう，あとはどうするか，自主的逃'１(に

委ねることができるだろう。

＜ENCOURAGE・ＳＴＩＭＵＲＡＴＥ＞－度や二度のi1Z1111や，少し位の疲労

なら,一気に元気づけることもできる｡ＥＮＣＯＵＲＡＧＥ,IIEARTEH,ＩＮＳＰＩＲＥ

などが思い浮ぶ｡沈ill}ムードは一掃して,活性化することができるｃＡＮＩＭＡＴＥ，

ＡＣＴＩＶＡＴＥ,ＳＴＩＭＵＲＡＴＥ,ＩＮＶＩＧＯＲＡＴＥさらにＶＩＴＡＬＩＺＥ,ＱＵＩＣＫＥＮ

などが挙げられる。ｆ１ｌｉ充になるだけでも十分快いことである。肉体的に言えば

迦励を少ししたような蝋じであろうか。高揚されIIik舜さｌしることになる。

化気溌刺・意気ﾎﾟlWlといった感じでEXIIILARATE，ＥＮＬＩＶＥＮなども挙

げられる。具体的に色戈な蝋Ii1iや気持を活気づけることになるとＩＮＣITIら

ＥＸＣＩＴＥ，ＳＴＩＲなどが思い浮ぶ。余り宜しくない嘘１１'｛を刺激することにもな

るかもしれないが，元気になることでは快の(IlIlMlとしてここで言及してよいだ

ろう。そうなるとまた逆灰リして，なだめたり，蕗つけなければいけない場合

も１１}てくるかもしれない。そのつながりとして，ついでながら，その）剛（で満

足させる意のAPPEASEをここに追記しておく。

＜ＡＭＵＳＥ・PLEASE＞ＩＲｉやかな楽な状態に決って，選択が自主性に委ね

られる段階においては，その状態を持続させる力|ｲﾘに努力が払われても良いだ

ろう。強いられないことだけでも快いが，－１１ｻ的退111｜しのぎに愉快にやること

はどうだろうか。ＡＭＵＳＥが広い意味をもっている。緊張や不本意なことから

気持を逸して愉快にやるＤＩＶＥＲＴもあるし，どちらかといえば知的なもの

で，前もって準備して行なうＥＮＴＥＲＴＡＩＮもある。さらに明るく愉快に陽

父に元気よくさせるCIIlDIBR，ＧＬＡＤＤＥＮもついでながらここに言及してよ

いだろう。

それよりも，もっと磯縮させた感じで喜ばすことも考えられる。軽く陽女(に

することも含め，広い懲味をもったPLEASEがＩＷｌｉｉＩ，に挙げられる。より伽
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い程度にはDELIGIITがある。REJOICE，ＲＥＧＡＬＥは陽気に楽しむとい

った感じで，大きな喜びを表わす。ＧＲＡＴＩＦＹになると満足ゆくほどに，と

程度が尚まる。

満足するかどうかを話題にするとSATISFYが挙げられる。恐らくあるこ

とに|斑Iしてであろう。iiiなる酒:びを表わす場合もあるが，また新たな満足を求

めていくのが常である。手の１ｍ<範囲のものであっても，ひとつが成就する

と，もうひとつということで欲望は果しないと言われることになる。ところが

ひとつ||Ⅱ違えば落胆して既述したような状況に陥ってしまうことになる。

ＣＯＮＴＥＮＴも同様な意味をもつが望朶通りでなくても満足する，つまり不満

を抱かないことで，まったくの心ｌｌｌ１的自主性が1,祝される。なかなか'1Wること

はできないことだ。

前者が結果重視で後者が過FIl1niMと言い換えられるかもしれない。健康状態

が回復していくときの幸福感を１１１lい浮べてゑるのが良い。悲しいかな，不'決が

あって初めて快なのであり，iljiい快を感じることだけが快なのではない。不快

の下位範畷は多様性に富むが快の力は非常にlli純なように思われる。木碕の決

と不快の分類はそれを反映しており納得がいく。受身では快のほとんどどの下

位範卿も容易には得られない。行励的・'二1主''１，であることが必要であろう。さ

らに視点を変えれば，そのことつまり他律的でなく|:1徽的であることだけでも

十分快であることだと解釈されよう。

＜INTEREST・ATTRACT＞ところで余りに傷ついてしまって|(1iiiには

いやせない場合や，そのために無感覚になったり，やる気さえ失ってしまった

場合はどうしたらよいだろう4)。（|:方ないが，恐らく時|M1に委ねるしかないだ

ろう。そのうち退Iiilを感じるようになるかもしれない。そうなればもう回復の

途上にあるといえる。健康なｈ１ｉｉ''１と肉体を得れば，新たにもう一度'１m'好せる。

前のことは忘れて,いわゆる催l紙状態でTljlll発することになる｡以前停滞して

いたことを連想させるがＲＥＮＥＷを代表として元に戻す意のＲＥＮＯＶＡＴＥ，

RESTＯＲＥ，ＲＥＶＩＶＥなどが挙げられる。［1常的にも腐った精神は絶えず

REFRESHする必要がある。ある意味で1Ｗi発な状態は'１１(っていたことに臂

えることができるのでＡＷＡＫＥ(Ｎ)，ＷＡＫＥ(Ｎ)，ＡＲＯＵＳＥ，ＲＯＵＳＥも

ここで適用されえる。白紙状態に圧すという静的な感じではなくて，もう活気

があり動的な感じがするかもしれない。

このような状態になれば，素直に新鮮に感動することが|{Ｉ来るようになるだ

ろう。IMPRESS，ＡＦＦECT，ＴＯＵＣＨ，ＭＯＶＥなどの表現にも呼応できる。
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やる気を全を失った人でもこのような状態であればまだ十分健全であるといえ

る。ここでＳＴＲＩＫＥを追記してよいか。

そして興味や関心の芽も'111〔いてくる。健康と感動する心と好奇心が失われな

ければ，退屈などということは決してない。すぐにＩＮＴＥＲＥＳＴが，つづい

てＩＮＴＲＩＧＵＥが挙げられよう。さらに心に対する訴えかけにも呼応できる

ようになる。広い意味をもったＡＴＴＲＡＣＴが挙げられる。ＣＨＡＲＭ，ＥＮ‐

CIIＡＮＴは魔力的な，ＦＡＳＣＩＮＡＴＥはもっと強く心をliliえり|付けることであ

る。ＣＡＰＴＩＶＡＴＥは軽い感じでliliえることを怠りkする。どれも別に男女関係

を迦想するには及ばない。襲いでいる状態では，このようなことには対応でき

まい。それなりの心Ill的状態が必要なのである。感in)したり魅了されること

で，逆に新鮮な気持になれることもあるかもしれない。

「何か良いことないかなぁ？」などという受身的発言では退屈を打破しえな

い。楽しいことばかりも続かない。悲しいかな，続いたとしても恐らく慣れと

いうのがあって飽きてしまうだろう。不難なだけで十分なのであるが平生の折

には気付かない。人１１i]は厄介なものだ。健康であることは言うまでもないが，

上記のように，いつも新鮮で，ときどき感動があり，好奇心も満足させてくれ

るような生活はどうであろうか。しかし興味のあることだけにしか注意を|ｎ)け

ないということになるとこれまた厄介なことだ5)。

まとめ

今迄の記述で，一.速の他動詞を対象としての分'１｢が名詞あるいは形容詞の分

析におけるような，ある－AIIの心理的状態の意味場の柵造分析になっていると

言えるだろうか。

意味論的にはかなりまとまった分野であることが分ったが，別の観点から，

つまり文法的にもかなりまとまった分野であることも，ここで示さざるを得な

い。形式上のことは歴史的なことがからむので，水稲のような立場の意味論に

おいては，一般的には一線を画すべきなのだが，この意味場に関しては認識的

にも敢要な意義をもっていると考えられるのである。一連の他動詞を選択した

ことの妥当性が説U1されえるか。

その前に，この他動詞群をⅢ)確にするため,近接するであろうＬＯＶＥ･ＬＩＫＥ

さらにＩＩＡＴＥ・DISＬＩＫＥなどを中心とする意味場と対照させることにする。

結論的にいえば，ｸﾄﾘﾄからの刺激に左右される，といっても本人の感受性や想

像力，知識等によって異なる主観的なものなのだが，いわば他律的な感情と，
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外界の刺激によって形成されるのであろうが自主的な感ｌｉｌｊとがかかわってお

り，両者はこの点でまったく異なる6)。

好き・嫌いの感怖で取った行動でなくても，その結果として，本稿の扱って

いる感ｌｉ１ｊを相手に抱かせ，こちらに対して好き・嫌いの感情をもつこともある

し，好き・嫌いで水稲が扱っている蝋|iiiを抱かせる行1lilを取る，あるいは取っ

たと考えられることもある。両者には因果関係があり，表・裏とはいわないま

でも背・腹の関係にあると解釈してもよいかもしれない。

Wij者の迎いを更に理解し易いように，人間関係だけに絞って考えて承よう。

該当する他動詞に関して述懇するのは，その動詞にかかわる行為主の感Wiか，

それとも行為が及んだ相手の感情か，どちらという'１１１迦なのである。後者の方

はこちらの意志・感ｌＩｌｉが重要で，jIil手はどうでもよいのであり，前者はその逆

で，行為者には関係なく机手がどう感じるかが重要なのである7)。

これが両者の大きな迷いであり，前者はあの特徴ある統語論的変化を腰|)Mさ

せることになる。該当111詞からの連想で愈識される対象人物を文章において素

直に前niliに１１{せば，いわゆる受身榊文を使わざるを得ないということである。

他の他動詞の受身|附文とは異なり，それが通常の，｜]然な文章構造なのであ

る8)。

さらに単なる受身|怖文に終らないのがこの分野の他動詞である。意味的には

f1iUI詞の同型撒文と同じ，つまり状態あるいは完了の愈味があると解釈される

だろう。

一般的に受動態はｂｙを従がえて行為主を表わすが，当然そのような場合も

あるが，その他の前|if詞with，ａｔ，ｏｆなどを従がえるのである9)。ｂｙは直接

的，その他は間接的であるとニュアンメの違いは説Ujされるが，どちらかとい

えばこの樅文における過去分詞は形容詞の趣をもつと解釈されることも多い。

辞諜の大小にも依るが，過去分詞が形容詞として別個に記される場合もあ

り，極端な場合は，他動詞としての記赦がなく，過去分詞の糸が形容詞として

記赦されている場合もある'o)。（〕11)Ⅱ狐度の多いものは，他動詞と過去分詞が共

に記戦されていることはいうまでもない。

いまさら確認することはないが，これらの動詞の[|的語は辞書的表現を(ｌＩｒり

れぱsomeoneが多いことはいうまでもない。それが本.稿における中心的意味

でもあるが，具体的hIiitll1状態そのものであることもある。そのようなｴ11Ｆ例が多

いものは本稿のかかわる意味場では)川辺的であると判断する糸口となるか。

もうひとつ特殊であると指摘してよい文赫造がある。１１１１，語がｓｏｍｅｏＩｌｅで
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はなくてoncselfを従がえたT｢i起動詞的構文である。これは特に快に伽jする表

J〕'1に優越する。’1的誹のｌ１Ｉ１ｌｌＩｌｊではなくて意味の１１１１題である。快の表uAに|)Uして

は|:1主M【がIIi(んじられることを何度となく述べたが，将に具体的に脂ll3したも

のに|H1しては当てはまる。｜:１分で自分自身をある態Iilj状態に至らしめると解釈

されるが，意味論的なことと符合するのである。iiij般詞としてはｗｉｔｈなどが

多いかもしれない。これが受身形となるとonesel［はii1iえて，表面的には今迄

述べた受身椛文と同じになる。

過去分詞が形沸調としてlMilA1たる位置をもつ場合があることを碓認の｣上，ｌ〕Ａ

ｲﾋﾟ分詞も同IJiに扱かわれることを付力Ⅱえておく。Wij分詞とも形容詞'１１当語ｲﾘと

ぶなされるのは一般的なことで，前者は受動的，後者は能吻的怠味をもってい

るが，このような扱いを受けるのは，やはり特別なことであると考えてよいだ

ろう。

形溶詞としては多くがこの形を取るが，他にいわゆる形容詞を形成する接尼

辞をつけたものもある。どれも動詞との対応がU１１砿である。名詞にＩＲＩしても，

ほぼ同じようなことがいえる。もっとも名詞と動詞，形溶詞と動詞が１７１形であ

るものもいくつかあり，１肋詞よりも名詞や形溶詞の力が腿先するのではないか

と思われる表現もある'1)。

史にiiiＩ詞は形容詞に規Illl的に－１ｙを付加することでｲﾄﾞｲｌＬえる。恋味的には

文全休にかかることが多く，仮主語を立てて形容詞をもってくるI隙文と|可愈で

あったりする。

以上が本稿が対象とした他動詞群の文法的概要である。特記するに([((するも

のではないだろうか。いくつかのことが意味論的なことに起凶し，怠味論的に

も並要であると指摘したい。

愈味論的共通I1liは，文章柵造上でも共通性をｲ丁することが多為あるのだが，

一般的には文章ｉｌＷｉ造｣Ｚから恋味読分析に入るのは'111皿がある。力法論として組

込む必要性はあるかもしれないが十分ということにはならないというのが'1下

の帖諭であろう。意味論的なことと文法論的なこととは，わきまえるぺぎであ

るのはいうまでもない。

しかし木稿に|10してはかなりの対応性を見逃すことはできない。水稲の分析

は一連の他動詞を対象にしながら一連の状況をＩＭｉ造分ｌ１７したと主張したいが，

それでよかったのだろうか。一連の他動詞分析をそれだけにl上どめたくない，

111どまらないという意図が]111解されただろうか'2)。以上でまとめとしたい。

当初想像していた以上に|川造があることが分かった。１K変な表現には多くの
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言及をしたかったが敢えてどれも－１，１だけに統一した'3)。縦列に終った部分も

ある。ｉｉｉ語数は快の力が思ったよりも多くなったが窓味的には不快の力がil1心

的であろう。対立iWiilりＩＭＩ係'4)や下位範騨同士での平行|Ｈ１係はそれとなく記した

が繁雑になるだけなので取りざたしなかった。

説UIの１１【ili｢;は１K典なlUiではない。意味的に近いものを並べていった。｜１１瓦に

孤立しているわけではなく，むしろ砿複する部分の力がかえって多いjlけ合もあ

ろう。それそれなり|《範ｌｌｌｌが広く，強調する側面を変えれば別の下位範哨へすぐ

に移行しかねない場合もある。

難解さ故に短絡的説U1になってしまって展開が苫しい部分もある。ｊｉｉ純化し

すぎや独MIT的な箇所もあろう。それでも本稿の概略的|隊造分析という主旨から

は十分'1,9は述せたと！,１Aわれる。未熟な部分はまたの機会にiili足・illi強した

い。

Ni 

l）いくつかのjW1iI1からの悠想である。ついでながら木脇の分析にあたり特に参考にし

たものを略記する。

Wcl)ster，ｓ］)iclioIlnryoISynonyms 

Mo(lemGlIi(letoSynonymsaIIdRelatedWor〔ｌｓ

ＣｒａＩ)1〕'sEllglishSyJlonyms

LoIDg、【lIILexiconofContemI〕oraryEnglisl1

Roget'sTllcsaurus（Pcnguin） 

不快を６に，｛凡な`lに下位分繭した。便宜的に代表的炎塊をふたつまで，一箇所は

史にひとつ力Ⅱえく＞内に選んだ.

Fijをポイントにし，雲行き，風，iljfit，雷などを装飾しての天候による比lWi的説明

はどうか。

ＣＵＲＥ，ＩｌＩ３ＡＬ，RI9wIEDYなどの表現をここで言及してもよいか。

別に『幸橘論」を述べるつもりはない。

いくつかは使役の恋を含まない他動詞として機能する場合もあるが不'１１１に付す。

行為満と|Ⅱ手が呼応しあう場合があることはいうまでもない。

あくまでも一般論であって詳細は佃なに異なる。

ｔｏ不定詞を従がえて原因や理Il1を示すこともある。

辞iI}をひとりのIfi恢庇の高いｉｎ(orInantとして考えることに１１１１題はないか。

iWilNi成は歴史的なJllになるか。本稿では歴史的前後は考えない，あくまでも意味論

的認識｣:のllUIuiである。

受｣jrl附文を分りrしたと言ってしまえばそれまでか。分ＩＩＴのjli化はllllMdないとして

2） 

3） 

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
 

４
５
６
７
８
９
０
，
１
 

１
１
 

12） 
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６，それであぶれるものはないか。

ついでながら，いくつか気になる点を記しておく。他動詞を水源的であると考え，

１１０題とした糊ｌｌｌ状態を「外的刺激による」と形容したが，文法論的立場から擁護さ

れるか。受身ＩM文は良しとしても形容詞としての認識や，辞岱の類語比校におい

て，下位範暁によって対象とする品詞の異同や，再帰動詞的ＩｌＩｉ文をnativeはどう

考えるだろうか。

音結合の類似は予想通りだが，jll音節語が少ない。Zil)ｆの法l1lIの例ｸﾄか，基礎的

であるが難解と考えられるこの恋味場に閃する観察不足か。

日本語の味覚語梨調査において繁者が試川した．快・不叡決の尺度を含むscmantic・

dilYerCI1tialtestを適用して承るのも一興か。

ついでながら注2)を参照されたい。

｡is.つきの否定語は記した以外にもある。ＩＥ要性のiMj題もあり安易には記せない。

ついでながら，たまたま|]にした木であるが，本稿が対象としている語漿がけつこ

うjiL1l1されるので記しておく。

ColetteDowling：ＴｈｅＣｉｎ〔lerellaColnl〕ｌｅｘ 英宝社

縮小版であるが，原典はアメリカ（1981）でＩＩＩｌ仮されている。

13） 

１１） 
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